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中津市保育士・幼稚園教諭就職応援金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、保育の担い手となる保育人材を確保するため、保育士等の資格 

を有し、私立保育所等に保育士等として新たに就職した者に対し、当該就職をした 

ことに要する経費を助成することについて、中津市補助金等交付規則（平成１９年 

中津市規則第９号。以下「規則」という。）及び補助金等の交付手続に関する特例規 

則（平成１８年中津市規則第７号）に定めるもののほか、この要綱の定めるところ 

による。 

（定義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ 

 ろによる。 

（１） 私立保育所等 中津市内の私立認可保育所、私立認定こども園、私立家庭 

的保育事業等をいう。 

（２） 保育士等の資格 保育士資格又は幼稚園教諭資格をいう。 

（３） 保育士等 保育士等の資格を有し、私立保育所等に正規職員として就職し 

た者をいう。 

（４） 正規職員 期間の定めのない労働契約を締結し、就業規則に定める時間で 

常時勤務する保育士等をいう。 

（応援金の使途） 

第３条 保育士・幼稚園教諭就職応援金（以下「応援金」という。）の使途は、私立保

育所等に正規職員として新たに就職したことに要する経費その他の生活費とする。 

（応援金の額） 

第４条 応援金の額は、１０万円とする。 

（交付対象要件） 

第５条 この応援金の交付対象となる者は、次の各号の要件を全て満たすものとす 

る。 

（１） 私立保育所等に新たに就職した日から起算して１年以内に、中津市内の特

定教育・保育施設で保育士・幼稚園教諭として勤務していない者。 

（２） 保育士等の資格を有していること。 

（３） 既に応援金の交付を受けていない者。 

（応援金の交付申請） 

第６条 応援金の交付を申請しようとする者（以下「交付申請者」という。）は、中津 



 市保育士・幼稚園教諭就職応援金交付申請書（様式第１号。以下「申請書」という。）

に次の各号に掲げる書類を添付し、私立保育所等に就職した年度内に市長に申請し

なければならない。 

（１） 在職証明書（様式第２号） 

（２） 保育士等の資格証の写し 

（３） その他市長が必要と認める書類 

（応援金の交付決定） 

第７条 市長は、前条の規定による申請書を審査し、当該交付を適当と決定をしたと 

きは、中津市保育士・幼稚園教諭就職応援金交付決定通知書（様式第３号）により

交付申請者に通知するものとする。 

（応援金の交付請求及び支払） 

第８条 前条の通知を受けた者（以下、「交付決定者」とする。）は、市長に対し、中 

津市保育士・幼稚園教諭就職応援金交付請求書（様式第４号）を市長に提出しなけ

ればならない。 

２ 市長は、前項の規定による応援金の請求があったときは、速やかに応援金を支払 

うものとする。 

（交付決定の取消し及び応援金の返還） 

第９条 市長は、交付決定者が次の各号のいずれかに該当するときは、交付の決定を 

取り消し、若しくは変更し、又は既に交付した応援金の全部若しくは一部の返還を 

命ずることができる。 

（１） 虚偽又は不正な申請をしたとき。 

（２） 私立保育所等に就職した日から２年を経過する日の前日までに自己都合に 

より離職したとき。 

（３） その他この要綱の規定に違反したとき。 

（委任） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか応援金の交付に関し必要な事項は、市長が別 

 に定める。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、令和３年４月１日から施行する。 

（この告示の失効） 

２ この告示は、令和６年３月３１日限り、その効力を失う。 

 

 附 則（令和４年中保運暦第 10 号） 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 令和４年度に限り、この要綱による改正後の中津市保育士・幼稚園教諭就職応

援金交付要綱の規定は、令和３年度中に私立保育所等に新たに就職した者につい

ても適用する。 



 附 則（令和５年中保運暦第５号） 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 


